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蔵「万一一剣展」

むかしの武士達にとって刀は強士のシンボルであり、現代では美術品・歴史的資料として扱

われています。行田市郷土博物館には忍藩に仕えていた忍藩士の刀剣類がたくさん所蔵されて
■lます。今回の展示では、この刀剣類を紹介します。

さか崎竜よう
戦国武将に移ったつもりできろいを着てみよう。
かたな　　　　　　　　　　　　おや　こ　　　　き：ねんきつえい

刀を±して、親子で記念撮影もで己さす。

※巾〆弓はご持参くだ±い。

【日にち】4／ZZ・29・；0　5／；・4・5・いけ・ZO・Z7

t費　用】無料
ば　　　しよ　　さようだ　しきようとlまくふっかん

【場　所】行田市郷土博物鐘　ラウンジ

＿月　岡】年給ト00～4：00手で

※入館した方のみ体験で己さす。

開館時開　午前9時～午後4時30分（入館捗年給4時夢で）

休館日　毎週月曜日　ほか4／Z7、5／l・258冨管～冨管も盈／1

訴問い合わせ　T【し．048－554－59日

●次号修了再発行予定です●
http’／／www clty gyOda．1g．JP／kyoFku／iinkal／sisetu／hakubutukan．ht
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馬と三． ・ZZ 

長泉夕川（展冬∧＿‥庵兼鬼）i 

個人蔵（博物館寄託） ��ﾂ�

「太刀」は、刃を下に向け、腰に 
つか　にほんとつ 差さずに下げて使う日本刀のこと 

です。 

・長巻（大きめのなぎなた）の刃を 
たち　つく　なお 太刀に作り直している。 

・忍藩でも名刀として知られていた。 

・「兼光」はこの刀を作った人で鎌倉 

時代後半の人物。 

・市の指定有形文化財。 

そこヾ≒一義長盛一一、、‾定義霊嘉薫‾、1‾ ��
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一泡払ジ適齢＼ 

おしじよう　　　　　　　　　　　　　　っうしん　　　　　　　　　　む　りようけん　　　つ　　　　　　　　　　　　　　　きようと　はく　′3「つ　かん

「忍城ミュージアム通信」には、無料券が付いています。郷土博物館の

受付で見せると「無料券」を使うことができます。
・市内の小中学生1名のみ1回だけ使えます。

・「無料券」が切り取ってある「忍城ミュージアム通信」は無効です。
ゆうこう　2　けん

有効期限

平成24年7月さ8夢で
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■　　　一．■▲▲日．■1・

体験学習の訳しらせ

5／引視）「3品妄㌫詣遣う」

予約
ば　しよ

時間　午前TO：00～IZ：00　年掩い30－3：30

（TO～邦分くらいでつくれます。）

定員　年前50名　牛掩50名　計I00名（先着順）
よ　やく　　　　　　　　　　　　　　　　　ひよう　　　むりよう　　亡くせい　　　　　り　　　こ

なし　　・費用　無料（作成惇I人I個字で）

場所　郷土博物館ラウンジ
亡んか　　　にゆうかんしや

※奉加lさ入聴音のみになり手す。

たいけんがくしゆうこうゴ

ム／Tム（土）管領学習禦
「竹の惨と笛をつくろう」

竹をつかっこ捗と笛をつくり書しきう！登れいな噴己芦、宣こえをかな？

蒜適って

岬号て．．＿塵すねt

時周　年維ト30～3：30
ていいん　　　　　　　　めい　せんち頓くじゆん

定員　30名（先着順）

予約　可能（受付nウシター／電話554－59日）

※予約いっl削lになることが多いのでご注意くだまい。
は　しょ　　　さようとはくぶつかん　　かいかし＼き　しつ　　　　　　ひよう　　　むりよう

場所　郷土博物館2階会議室　・乗用　無料

t注意】・5分前に惇必ず訴越しくだ士い。

・小学生以下の訳子種に捗大人の方が付ま添って
さんか　　　　　　　　　　　　　おとな　　　亡んか

ご参加ください。（大人も参加で己さす）
かいざしっ　　力＼いじよう　　　　　　　　　　　　　　　　よてい

会議室の開場惨I：IOからの予定です。

汚れても平気啓格好で訴越しくだ±い。
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は　く　ふ　つ　か　ん　　　　　で　ん　　じ　　　L Uよう　　　　は　た　　た　　　　　　う　ま　　は　に　わ

博物館の展示賃料「振立て烏埴輪」
亡かまき　　　　　　　　亡かまき　　　　こうふん　　　　　しようわ　　　　　　　　　　　　　ねん　　　はつ　けん

酒巻にある酒巻14号境から昭和ふT～ム2年に発見。

銅麹振舞一：高論遍編墓ここ絶
世　な力＼　　はた　　　た

、

くに　し　ていじゆうようふん　か　ごい

．う　　　ほか　　　さ力、まき　こ　′言、んくん　　　　　し帰し　1．ん′1、つ　　ノミ、⇒　　州たち　■ユ■一れ

’　に　ほんとう

r日本刀Jつこ

窃いと持てないの？

現在、「8本乃」を持った
じゆうほうとうけん孟いと三・うく

助に捗「銃砲乃割振登録

証Jが必亨です。これ臥

持つことを法律で寮止±

れこい奇観や乃などでも

古式銃や美術品・骨董品
か　ち　　　　　　　じゆう　かたr■

として価値がある銃や乙

に限り、持つことを許可

する証嘲書です。決助ら

れ厄日に都道府県軟膏辱
いんかい　　　しん　亡

員会が審査しさす。

博物館にある乃臥　全

てこの許可証を持ってい

さす。
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一茶3展示室　古代の行田－

もっとくわしくは、

博物館でさがしてみてね！

ほか　　　　　ごカ＼まき　こ　ふんくん　　　　　　　　りきし　　　じん′3、つ　　　JS、　≡　　　力＼たち　lまにわ

他にも酒巻古墳群からは力士や人物、武器の形の埴輪脚朗つかっている。

こ　∫ふ∧′　じ　たしl　　　　お　　　　　　　こう　　さようだ　　し　ない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ　ふん

古墳時代の終わり頃、行田市内で惨たく±んの古墳がつくられ誠の　品　稼ノ

萱で古墳や埴輪、副葬品（古墳の持ち主と一緒に葬った勾玉や武器塔と）がみつ

かってい蕃す。

古墳・・・1700～川抑年前くらいにつくられた墳丘（土の山）をもつ権力者の畜

つくって　しろペてラウンジ産品コーナー

4・5月パネル「端午の節句J ORパネル「史料に計るrのぽうの軌
、、「一一．＿．・．ノー　　　お　　わ1み　　かさ　　　　　　　　　　　　　＿、＿′ノ　お　　かみ　　　こだい

折り紙「飾りかぶと」　　　折り紙r古代Jヽス」
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